
島
崎
藤
村
ノ
ー
ト

五
八

島
崎
藤
村
ノ
ー
ト

『
夜
明
げ
前
』
第
一
部
第
一
章
の
改
稿

鈴
　
　
木

召目

は
じ
め

に

　
『
夜
明
げ
前
』
の
本
文
の
異
同
に
っ
い
て
は
、
す
で
に
多
く
の
指
摘
が
な
さ

れ
て
い
る
。
作
品
全
体
に
１
わ
た
る
も
の
と
し
て
は
、
新
潮
杜
版
『
島
崎
藤
村
全

集
』
第
十
八
巻
（
昭
２
７
・
６
）
の
く
作
品
対
照
篇
Ｖ
と
、
筑
摩
書
房
版
『
藤
村

全
集
』
第
十
一
巻
（
昭
４
１
．
・
９
）
第
十
二
巻
（
昭
４
１
・
１
０
）
の
く
校
異
Ｖ
と
が

あ
る
。
ま
た
諸
氏
の
個
々
の
論
稿
に
は
部
分
的
塗
言
及
が
み
ら
れ
る
。
　
『
藤
村

書
誌
』
（
伊
藤
一
夫
－
昭
４
８
・
１
０
）
に
は
、

　
　
『
夜
明
け
前
』
の
本
文
に
つ
い
て
は
、
　
「
中
央
公
論
」
に
掲
げ
た
初
出
稿

　
　
と
刊
本
と
で
は
、
か
た
り
の
異
同
が
み
ら
れ
、
さ
ら
に
刊
本
と
都
分
改
訂

　
　
し
た
改
訂
本
が
あ
る
。
昭
和
七
年
一
月
二
十
目
に
第
一
部
、
十
年
十
一
月

　
　
二
十
五
目
に
第
一
、
二
部
が
新
潮
杜
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。
初
出
稿
に
比
べ

　
　
る
と
、
字
句
の
修
訂
だ
げ
で
た
く
、
章
の
構
成
に
至
る
ま
で
、
大
幅
た
改

　
　
訂
が
施
さ
れ
た
。
同
じ
十
一
年
七
月
十
四
日
刊
行
の
改
訂
本
は
、
一
部
の

　
　
修
訂
を
試
み
た
け
れ
ど
も
、
逆
に
改
悪
さ
れ
た
と
も
い
い
得
る
よ
う
な
誤

　
　
記
な
ど
が
あ
り
、
十
年
版
の
方
が
信
頼
度
が
高
い
。

と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　
い
ま
は
、
そ
の
全
般
に
っ
い
て
触
れ
る
余
裕
が
な
い
の
で
、
　
”
章
の
構
成
に

至
る
ま
で
、
大
幅
な
改
訂
が
施
さ
れ
た
。
章
の
ひ
と
つ
で
あ
る
、
第
一
部
第
一

章
の
異
同
に
っ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

Ｈ

第
一
部
第
一
章
は
、
「
中
央
公
論
」
の
昭
和
四
年
七
月
の
夏
期
特
別
号
に
第

一
篇
第
一
章
と
し
て
掲
載
（
連
載
二
回
目
）
さ
れ
た
。
い
わ
ゆ
る
初
出
稿
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
、

る
。
そ
し
て
第
一
篇
の
連
載
完
了
（
昭
７
・
１
）
後
の
昭
和
七
年
一
月
二
十
日

『
夜
明
け
前
第
一
部
』
と
し
て
新
潮
杜
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
い
わ
ゆ
る
初
版



本
で
あ
る
。
つ
い
で
「
中
央
公
論
」
に
お
け
る
第
二
部
の
連
載
完
了
（
昭
１
０
・

１
０
）
後
の
昭
和
十
年
十
一
月
二
十
五
日
に
新
潮
杜
か
ら
定
本
版
「
藤
村
文
庫
」

第
一
・
二
篇
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
い
わ
ゆ
る
定
本
版
で
あ
る
。
そ
の
後
、
翌

十
一
年
七
月
十
四
日
に
、
定
本
版
の
本
文
が
一
部
手
直
し
さ
れ
て
改
訂
木
と
し

て
新
潮
杜
か
ら
出
版
さ
れ
た
。
い
わ
ゆ
る
改
版
本
で
あ
る
。
こ
の
改
版
本
が
、

新
潮
杜
版
『
島
崎
藤
村
集
』
第
七
・
八
巻
、
筑
摩
書
房
版
『
藤
村
全
集
』
第
十

一
・
十
二
巻
所
収
の
『
夜
明
げ
前
』
及
び
新
潮
文
庫
、
岩
波
文
庫
な
ど
所
収
の

『
夜
明
げ
前
』
の
底
本
と
な
っ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
初
版
本
・
定
本
版
本
・
改
版
本
問
の
本
文
の
異
同
は
部
分
的
な

も
の
な
の
で
措
い
て
、
こ
こ
で
は
、
初
出
稿
と
初
版
本
と
の
本
文
の
異
同
を
も

と
に
，
、
第
一
部
第
一
章
の
本
文
定
着
の
経
緯
を
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
第
一
章
の
改
稿
に
っ
い
て
は
、
す
で
に
大
野
健
二
氏
が
、
〈
島
崎
藤
村
「
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０

明
け
前
」
の
成
立
過
程
に
於
げ
る
削
除
訂
正
に
っ
い
て
Ｖ
と
い
う
論
文
で
言
及

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
論
文
で
は
、
初
稿
本
（
初
出
稿
）
と
初
版
本
と
の
異
同
を
、

新
潮
杜
版
『
島
崎
藤
村
全
集
』
第
十
八
巻
（
以
下
、
新
潮
版
十
八
巻
と
略
記
）

所
収
の
く
作
品
対
照
篇
Ｖ
と
、
筑
摩
書
房
版
『
藤
村
全
集
』
第
十
一
巻
（
以
下
、

筑
摩
版
十
一
巻
と
略
記
）
所
収
の
く
校
異
Ｖ
を
も
と
に
詳
細
に
検
討
を
加
え
ら

れ
た
の
で
あ
る
が
、
　
そ
の
前
提
に
大
ぎ
な
間
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
筑
摩
版

十
一
巻
の
く
校
異
Ｖ
の
は
じ
め
に
、
　
”
三
、
・
印
の
下
に
、
原
稿
（
初
出
稿
）

お
よ
び
初
版
本
に
お
け
る
異
同
を
掲
げ
た
。
行
末
の
（
原
）
は
灰
稿
を
、
（
初
）

　
　
　
　
　
島
崎
藤
村
ノ
ー
ト

は
初
版
本
を
示
す
。
”
と
あ
る
の
を
多
分
そ
の
ま
ま
受
げ
て
、
原
稿
す
た
わ
ち

初
出
稿
と
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
第
一
章
の
場
合
、
初
出
稿
は
当
然
昭
和
四
年

七
月
の
「
中
央
公
論
」
掲
載
の
も
の
な
の
で
、
そ
れ
が
原
稿
と
い
う
こ
と
に
た

る
。
筑
摩
版
十
一
巻
に
い
う
”
原
稿
〃
と
は
、
同
巻
の
末
尾
（
五
九
〇
頁
）
に

く
校
異
Ｖ
の
補
足
と
し
て
、
　
”
本
巻
で
初
め
て
訂
正
し
た
箇
所
〃
と
Ｌ
て
”
自

筆
原
稿
”
に
よ
る
訂
正
筒
所
を
掲
げ
て
あ
る
こ
と
か
ら
み
れ
ぼ
、
そ
の
”
自
筆

原
稿
”
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
と
す
る
と
、
筑
摩
版
全
集
の
編
集
者
が
、
そ
の

”
白
筆
原
稿
〃
を
初
出
稿
の
原
稿
と
同
じ
も
の
と
し
て
、
第
一
章
の
く
校
異
Ｖ

を
説
明
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
説
明
に
は
”
原
稿
に
お
げ
る

第
一
章
の
一
と
二
は
、
初
版
木
と
の
あ
い
だ
の
、
し
た
が
っ
て
本
巻
の
底
本
と

し
た
改
版
本
と
の
あ
い
だ
の
異
同
が
大
き
い
の
で
、
原
文
を
そ
の
ま
ま
、
左
に

掲
げ
る
。
”
と
あ
る
。
そ
の
”
原
文
”
と
は
”
白
筆
原
稿
”
の
そ
れ
で
も
あ
り
、

初
出
稿
の
そ
れ
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
新
潮
版
十
八
巻
の
く
作
品
対
照
篇
Ｖ
で
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
に
は
、
”
「
夜
明
け
前
」
の
、
原
稿
よ
り
本
書
に
到
る
ま
で
の
経
過
は
、
次

の
ご
と
く
で
あ
る
。
”
と
ま
え
が
き
が
あ
っ
て
、
次
に
、
”
一
、
原
稿
”
と
し
て
、

『
夜
明
げ
前
』
が
「
中
央
公
論
」
に
連
載
さ
れ
た
経
緯
を
述
べ
、
　
”
（
註
）
”
に
、

”
こ
の
原
稿
は
完
成
後
纏
め
て
大
倉
聴
松
（
喜
八
郎
）
氏
に
寄
贈
さ
れ
た
が

（
略
）
。
と
記
し
、
加
え
て
、
”
稿
本
目
次
。
そ
の
他
、
藤
村
の
”
添
へ
書
。
な

ど
を
載
せ
て
い
る
。
っ
づ
げ
て
、
　
”
二
、
初
版
本
”
　
”
三
、
定
本
版
「
藤
村
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九



　
　
　
　
　
島
崎
藤
村
ノ
ー
ト

庫
」
初
版
本
。
　
”
四
、
定
本
版
「
藤
村
文
庫
」
改
版
本
。
と
各
項
ご
と
に
解
説

を
付
し
、
最
後
に
、
　
”
本
書
（
本
全
集
第
七
巻
・
第
八
巻
）
”
と
し
た
あ
と
に
、

”
改
版
本
を
底
本
と
し
、
原
稿
、
初
出
稿
（
中
央
公
論
）
、
初
出
稿
へ
の
手
入

れ
に
よ
る
初
版
本
の
た
め
の
稿
本
、
初
版
本
等
を
参
照
し
た
。
。
と
あ
る
。
新

潮
版
十
八
巻
で
は
こ
の
よ
う
に
原
稿
と
初
出
稿
と
を
別
扱
い
に
し
て
い
る
。
第

一
章
の
一
と
二
の
本
文
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
”
（
註
　
本
書
一
七
頁
冒
頭
よ
り

二
五
頁
七
行
目
に
わ
た
る
部
分
は
、
原
稿
と
の
間
の
変
化
が
大
き
い
の
で
、
そ

の
都
分
に
１
該
当
す
る
原
稿
を
そ
の
ま
ま
次
に
掲
げ
る
。
〃
と
あ
っ
て
、
筑
摩
版

十
一
巻
の
い
う
”
原
文
〃
と
同
一
の
文
章
が
載
喧
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
文
章
は
、

初
出
稿
の
本
文
と
校
合
す
る
と
判
然
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
句
続
点
の
有
無
、

語
ま
た
は
語
句
の
切
れ
目
、
語
ま
た
は
語
句
の
脱
落
・
訂
正
、
節
の
欠
落
等
に

お
い
て
、
全
く
同
一
の
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
筑
摩
版
十
一
巻
の
い
う

”
原
稿
”
は
、
初
出
稿
そ
の
ま
ま
で
は
な
い
し
、
初
出
稿
の
原
稿
で
も
な
い
。

一
方
新
潮
版
十
八
巻
に
い
う
”
原
稿
。
も
初
出
稿
お
よ
び
初
出
稿
の
そ
れ
で
な

い
こ
と
に
な
る
。

ｏ

　
初
出
稿
と
両
全
集
に
い
う
”
原
稿
。
（
以
下
”
原
稿
。
と
略
記
）
と
初
版
本

（
定
本
・
改
版
本
を
含
む
）
の
そ
れ
ぞ
れ
の
本
文
を
節
ご
と
に
要
約
し
た
の
が
、

次
の
表
で
あ
る
。

六
〇

初
出
稿
一
「
中
央
睡
．
７
一

一
一
一
鰯
鰯
し脇

版
議
岬
山
一
改
版
本
（
昭
ｕ
・
７
）

日
◎
。
雛
耀
繁
掌

　
◎
馬
籠
宿
駅
の
概
況
目
◎
金
兵
衛
の
本
陣
立
ち
寄
り
　
　
お
ま
ん
と
の
会
話

　
同
　
　
　
上
　
同
　
　
　
上
日
　
同
　
　
　
上
　
同
　
　
　
上

削
　
　
　
　
除
一
離
轡

　
◎
金
兵
衛
の
帰
宅
　
　
お
玉
と
の
会
話
目
鋤
恥
一

削
　
　
　
　
　
除
（
欠
　
　
　
　
　
落
）

削
　
　
　
　
除

　
◎
仕
法
立
（
福
島
）
固
　
吉
左
衛
門
の
帰
宅
、
感
慨
　
◎
金
兵
衛
の
招
待

　
同
　
　
　
上
目
　
同
　
　
　
上

国
◎
枡
田
屋
の
歴
史

目
讐
灘
鱗
一 　

同
　
　
　
上
　
同
　
　
　
上
日
　
同
　
　
　
上
　
同
　
　
　
上

因
◎
青
山
家
の
歴
史

　
◎
水
野
筑
後
守
の
西
下
田
◎
吉
左
衛
門
と
お
ま
ん
と
の
　
　
会
話

品
Ｈ
一
鰯
蟻
一

囚
◎
半
蔵
の
縁
談

国
リ
灘
灘
一 　

同
　
　
　
上
　
同
　
　
　
上
目
　
同
　
　
　
上
　
同
　
　
　
上

因
◎
半
蔵
の
生
い
立
ち

田
◎
半
蔵
の
結
婚

因
同
上
一
鰯
灘
一

田
同
上
一
鰯
蟻
一

　
同
　
　
　
上
圓
　
同
　
　
　
上

国
◎
議
の
結
嚢
の
新
規
な

※
　
口
内
の
漢
数
字
は
、

節
を
示
す
。



　
右
表
に
明
ら
か
な
よ
う
に
１
、
初
出
稿
の
目
節
に
相
当
す
る
本
文
は
”
原
稿
”

で
は
全
く
削
除
（
欠
落
）
し
て
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
、
も
は
や
初
出
稿
が
即

”
原
稿
”
で
た
い
こ
と
、
ま
た
そ
の
”
原
稿
”
が
初
出
稿
の
原
稿
と
も
異
た
る

も
の
で
あ
る
こ
と
も
判
明
す
る
。
そ
れ
は
、
目
節
前
後
の
節
分
げ
に
も
み
ら
れ

る
こ
と
で
あ
る
。
初
出
稿
の
日
節
・
目
節
は
、
　
”
原
稿
。
で
は
日
節
に
ま
と
め

ら
れ
て
あ
り
、
初
出
稿
の
国
節
は
、
　
”
原
稿
。
で
は
目
節
に
、
初
出
稿
の
囲
節

・
因
節
は
”
原
稿
”
で
は
目
節
に
、
初
出
稿
の
田
節
は
”
原
稿
”
で
は
国
節
に
、

初
出
稿
の
囚
節
・
因
節
は
”
原
稿
”
で
は
圃
節
に
、
初
出
稿
の
田
節
は
、
　
”
原

稿
”
で
は
因
節
に
、
初
出
稿
の
目
節
は
”
原
稿
〃
で
は
田
節
に
と
い
う
ふ
う
に

な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
”
原
稿
。
の
本
文
は
初
出
稿
の
そ
れ
と
相
当
に
隔

っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
節
の
指
摘
は
右
表
に
毛
こ
と
わ
っ
た
よ
う
に
新
潮

版
十
八
巻
に
１
な
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

　
初
出
稿
の
附
記
（
「
中
央
公
論
」
昭
４
・
７
）
に
、
　
”
こ
れ
で
第
一
章
を
終

る
。
次
男
の
遠
い
旅
に
、
青
山
の
親
戚
の
不
幸
に
、
こ
れ
を
書
き
か
け
て
か
ら

自
分
の
身
の
ま
わ
り
に
。
も
種
々
な
変
化
が
あ
っ
た
が
、
ま
だ
梅
雨
の
季
節
の
や

っ
て
来
な
い
う
ち
に
こ
の
章
を
書
き
終
へ
た
の
は
仕
合
せ
で
あ
っ
た
。
　
（
略
）
”

と
あ
る
。
　
”
次
男
の
遠
い
旅
〃
が
昭
和
四
年
三
月
十
一
日
の
鶏
二
の
パ
リ
留
学

へ
の
出
発
で
あ
る
こ
と
、
　
”
青
山
の
親
戚
の
不
幸
。
が
昭
和
四
年
五
月
十
三
目

の
長
兄
秀
雄
の
妻
松
江
の
病
没
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
ら
に
”
ま
だ
梅
雨
の
や
っ

て
来
な
い
う
ち
に
。
と
い
う
文
章
を
あ
わ
せ
る
と
、
こ
の
第
一
章
の
原
稿
の
完

　
　
　
　
　
島
崎
藤
村
ノ
ー
ト

成
を
昭
和
四
年
五
月
下
旬
ご
ろ
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ

が
初
稿
（
第
一
稿
）
で
あ
り
、
初
出
稿
に
直
結
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
初
稿

で
は
、
第
；
早
は
日
節
か
ら
国
節
に
分
げ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
掲
載
誌
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
中
央
公
論
」
に
異
版
は
な
い
の
で
、
そ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
初
稿
と
”
原
稿
”
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
た
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
　
”
原
稿
”
が
初
稿
に
先
立
っ
も
の
と
は
と
う
て
い
思

わ
れ
な
い
。
ま
た
、
　
”
原
稿
”
は
新
潮
杜
版
十
八
巻
に
い
う
”
初
出
稿
へ
の
手

入
れ
に
よ
る
初
版
本
の
た
め
の
稿
本
。
（
以
下
、
初
版
稿
本
と
略
記
）
で
も
あ

り
得
た
い
。
そ
れ
は
、
右
表
の
”
原
稿
”
の
日
節
・
目
節
・
目
節
と
初
版
本
の

日
節
と
の
か
か
わ
り
（
異
同
）
に
明
ら
か
た
こ
と
で
あ
る
。
初
版
稿
本
は
初
稿

を
改
稿
し
た
二
番
目
の
原
稿
と
み
な
し
う
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
第
；
早
を
日
節
～
田
節
に
分
け
た
”
原
稿
。
の
原
本
は
、
現
在
、
藤
村
記
念

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

館
（
馬
寵
）
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
藤

村
が
昭
和
十
一
年
大
倉
喜
八
郎
に
寄
贈
し
た
”
稿
本
。
で
あ
り
、
戦
後
、
静
子

夫
人
の
も
と
に
託
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
藤
村
は
そ
の
　
”
稿
本
”
に
”
添
へ

　
　
し
て
（
昭
和
十
一
年
五
月
）
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　
　
こ
の
作
、
昭
和
四
年
に
起
稿
し
、
昨
十
年
の
九
月
に
書
き
終
わ
っ
た
。

　
　
こ
の
稿
本
は
中
央
公
論
誌
上
に
発
表
し
た
時
の
も
の
。
こ
れ
を
二
部
の
書

　
　
籍
に
ま
と
め
て
印
刷
に
附
し
た
折
に
は
、
あ
る
ひ
は
省
い
た
り
、
あ
る
ひ

　
　
は
改
め
た
り
し
た
部
分
も
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
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と
。
文
中
の
”
二
都
の
書
籍
に
ま
と
め
て
印
刷
に
附
し
た
折
”
と
は
定
本
版
刊

行
時
を
さ
す
と
思
わ
れ
る
。
　
”
こ
の
稿
本
は
中
央
公
論
誌
上
に
発
表
し
た
時
の

も
の
。
”
と
は
こ
の
第
一
章
に
関
す
る
限
り
そ
の
ま
ま
に
は
受
げ
取
れ
た
い
。

理
由
は
す
で
に
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
第
一
章
の
”
稿
本
”
は
、
本
文
の
異

同
か
ら
み
て
、
定
本
版
刊
行
の
昭
和
十
年
十
一
月
の
時
点
で
、
初
出
稿
の
原
稿

を
”
省
い
た
り
、
あ
る
ひ
は
改
め
た
り
し
た
”
も
の
と
も
考
え
ら
れ
な
い
。

　
そ
の
結
果
ひ
と
つ
の
仮
説
が
た
て
ら
れ
る
。
”
こ
の
稿
本
”
の
う
ち
、
第
一

章
に
相
当
す
る
”
稿
本
”
は
、
大
倉
喜
八
郎
へ
の
寄
贈
の
お
り
に
、
そ
の
一
部

が
削
除
さ
れ
る
か
、
書
き
直
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
原
稿
に
は
、
初
稿
（
初
出
稿
）
、
初
版
稿
本
、

”
原
稿
。
（
”
自
筆
原
稿
”
）
の
三
種
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
初
出
稿
の
日
節
か
ら
目
節
ま
で
は
、
右
表
に
表
示
し
た
よ
う
に
、
日
節
の
一

部
分
（
”
黒
船
の
醇
と
街
道
の
様
子
”
）
が
初
版
本
以
下
の
日
節
に
さ
し
換
え
ら

れ
た
だ
け
で
全
文
が
削
除
さ
れ
て
い
る
が
、
両
全
集
に
は
”
校
異
”
あ
る
い
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

”
変
化
”
と
し
て
、
日
節
・
目
節
と
し
て
そ
の
長
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

　
日
節
の
冒
頭
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　
馬
籠
の
宿
役
人
、
小
竹
金
兵
衛
は
氏
神
の
参
詣
を
済
ま
し
た
後
で
、
杜

　
　
頭
の
鳥
居
に
近
い
杉
の
切
株
の
上
に
腰
を
お
ろ
し
た
。
い
つ
も
村
杜
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二

　
　
参
詣
と
い
ふ
と
、
き
ま
り
で
常
用
の
紙
入
を
懐
に
し
て
ゐ
る
。
そ
の
紙
入

　
　
は
布
で
造
っ
て
あ
る
。
裏
に
は
木
綿
更
沙
が
っ
け
て
あ
る
。
そ
れ
は
ど
持

　
　
物
も
質
素
に
、
雪
踏
ぱ
き
で
、
そ
の
古
い
切
株
に
腰
か
げ
た
。

　
こ
う
し
て
金
兵
衛
が
眼
前
の
街
道
を
見
や
り
な
が
ら
、
嘉
永
六
年
六
月
末
の
、

黒
船
渡
来
の
も
た
ら
し
た
、
昨
今
の
街
道
の
変
化
に
思
い
を
致
す
場
面
に
は
じ

ま
り
、
つ
い
で
、
ま
ず
馬
籠
の
宿
駅
の
あ
ら
ま
Ｌ
と
、
村
杜
か
ら
の
帰
り
途
、

吉
左
衛
門
の
福
島
出
張
中
の
本
陣
に
立
ち
寄
っ
た
金
兵
衛
が
留
守
居
の
お
ま
ん

や
隠
屠
と
交
す
話
と
が
書
か
れ
る
。
そ
し
て
目
節
に
入
り
、
吉
左
衛
門
が
福
島

か
ら
仕
法
立
て
の
用
務
を
お
え
て
帰
宅
し
た
時
の
様
子
が
描
か
れ
る
。
と
こ
ろ

が
、
表
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
”
原
稿
”
の
日
節
と
目
節
の
間
に
、
初
出

稿
で
は
目
節
が
介
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
に
書
き
出
さ
れ

て
い
る
。

　
　
　
清
酒
あ
り
。
そ
れ
を
表
看
板
の
文
字
に
あ
ら
は
さ
な
い
で
、
金
兵
衛
の

　
　
家
で
は
古
風
な
杉
の
葉
の
束
で
あ
ら
は
し
て
あ
る
。
そ
の
杉
の
葉
の
束
は

　
　
ま
り

　
　
毬
の
彩
に
丸
く
大
き
く
造
っ
て
、
街
道
に
向
い
た
軒
先
に
懸
げ
て
あ
る
。

　
　
金
兵
衛
は
後
妻
の
お
玉
を
相
手
に
ー
、
店
座
敷
の
格
子
先
に
１
新
し
い
簾
を
掛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
つ
ろ

　
　
け
た
と
こ
ろ
に
ゐ
て
寛
い
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
こ
こ
で
も
、
金
丘
ハ
衛
と
お
玉
と
の
会
話
が
中
心
と
な
っ
て
い
て
、
目
節
は
お

よ
そ
八
千
字
、
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
（
『
夜
明
げ
前
』
の
原
稿
用
線
が
そ
れ
で

あ
る
）
に
換
算
し
て
約
二
十
枚
分
相
当
の
文
章
で
あ
る
。
内
容
は
表
に
示
し
た



と
お
り
で
あ
る
。
ち
な
み
に
第
一
章
全
体
を
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
に
直
す
と
お

よ
そ
百
十
一
枚
に
た
る
の
で
、
こ
の
初
出
稿
の
目
節
の
約
二
十
枚
は
二
割
に
近

い
分
量
で
あ
る
。
初
出
稿
の
Ｅ
節
の
約
四
枚
分
、
同
じ
く
目
節
の
約
八
枚
分
に
、

　
、

目
節
の
約
二
十
枚
分
を
あ
わ
せ
る
と
約
三
十
二
枚
に
な
る
。
現
『
夜
明
け
前
』

　
（
初
版
本
も
同
じ
）
で
は
、
結
局
、
初
出
稿
の
三
割
に
相
当
す
る
叙
述
が
削
除

さ
れ
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
削
除
部
分
は
、
い
ま
述
べ
た
よ
う
に
、

ほ
と
ん
ど
伏
見
屋
金
丘
ハ
衛
を
主
と
し
た
文
章
で
あ
る
。
序
の
章
は
嘉
永
六
年
六

月
の
黒
船
渡
来
の
曙
を
聞
い
た
金
丘
ハ
衛
が
”
「
江
戸
は
大
変
だ
と
い
ふ
こ
と
で

す
よ
」
”
と
吉
左
衛
門
に
さ
さ
や
く
と
こ
ろ
で
終
わ
っ
て
い
る
。
初
出
稿
第
一

章
の
冒
頭
は
同
じ
嘉
永
六
年
六
月
末
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
大
き
く

描
か
れ
て
い
る
の
が
金
兵
衛
な
の
で
あ
る
。
し
ぱ
ら
く
し
て
初
出
稿
国
節
で
吉

左
衛
門
の
登
場
と
た
る
。
　
『
夜
明
け
前
』
は
、
当
然
た
が
ら
、
そ
の
中
心
は
青

山
吉
左
衛
門
で
あ
り
、
や
が
て
青
山
半
蔵
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
『
夜
明

け
前
』
に
み
る
よ
う
に
、
第
；
阜
の
冒
頭
が
青
山
吉
左
衛
門
の
福
島
か
ら
の
帰

宅
時
の
有
様
の
叙
述
で
あ
る
場
合
な
ん
ら
異
と
す
る
こ
と
も
た
く
、
作
品
の
展

開
も
ご
く
自
然
の
も
の
と
看
得
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
初
出
稿
で
は
副
次
的
人
物

と
い
え
る
金
丘
ハ
衛
が
正
面
に
出
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
あ
た
り
に
、
の
ち
、

初
版
稿
本
を
と
と
の
え
よ
う
と
し
た
藤
村
に
大
き
く
改
稿
（
削
除
・
訂
正
）
へ

の
意
志
を
起
こ
さ
せ
た
原
因
が
あ
る
の
で
は
た
い
だ
ろ
う
か
。
っ
ま
り
、
藤
村

が
連
載
完
了
の
昭
和
七
年
一
月
の
時
点
で
改
め
て
第
一
篇
を
ま
と
め
た
折
、

　
　
　
　
　
島
崎
藤
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『
夜
明
け
前
』
の
作
品
と
し
て
の
整
合
性
を
は
か
っ
た
締
果
、

改
稿
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

因

以
上
の
よ
う
な

　
事
前
に
十
分
に
想
を
練
り
周
到
に
準
備
し
て
い
た
は
ず
の
藤
村
が
、
た
ぜ
、

の
ち
に
削
除
す
る
こ
と
に
な
る
日
節
か
ら
目
節
ま
で
を
初
稿
に
書
い
た
の
で
あ

ろ
う
。
そ
の
原
由
を
、
私
は
藤
村
の
「
大
黒
屋
日
記
」
　
へ
の
よ
り
か
か
り
の

強
さ
に
み
た
い
と
思
う
。
周
知
の
と
お
り
、
　
『
夜
明
け
前
』
に
お
い
て
、
父
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

時
代
に
分
け
入
る
自
信
を
藤
村
に
。
与
え
た
の
が
「
大
黒
屋
目
記
」
で
あ
る
。
そ

れ
を
藤
村
が
抄
録
し
た
の
が
「
大
黒
屋
目
記
抄
」
（
以
下
、
「
目
記
抄
」
と
略

記
）
で
あ
る
。
そ
れ
を
み
る
限
り
、
　
『
夜
明
け
前
』
と
「
大
黒
屋
日
記
」
と
の

か
か
わ
り
は
、
す
で
に
序
の
章
か
ら
密
で
あ
る
。
初
出
稿
の
日
節
～
目
節
を

「
目
記
抄
」
に
て
ら
し
て
み
て
も
、
そ
の
か
か
わ
り
は
密
接
な
も
の
で
あ
る
。

「
目
記
抄
四
」
に
は
、
嘉
永
六
年
六
月
十
一
日
の
”
黒
船
”
渡
来
の
記
事
に
つ

　
　
　
　
　
　
・
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
　
ｏ
　
　
ｏ
　
　
ｏ

づ
け
て
、
　
”
○
黒
船
、
街
道
筋
／
六
月
十
四
目
－
浦
川
へ
唐
船
八
十
六
艘
着
い

た
し
候
様
子
。
依
之
、
尾
州
殿
様
御
堅
め
役
被
仰
付
、
御
名
代
成
瀬
隼
人
正
様

御
出
張
に
つ
き
御
家
中
方
、
今
朝
よ
り
お
び
た
£
し
く
此
筋
江
戸
表
へ
御
通
行

有
之
侯
。
／
彦
根
様
御
家
中
も
追
々
御
通
行
被
遊
侯
。
。
と
の
記
事
を
は
じ
め

に
ー
、
　
”
○
同
上
、
街
道
筋
”
の
項
の
下
に
、
　
”
六
月
十
六
日
”
と
”
六
月
十
七

ｐ
の
二
っ
の
記
事
が
あ
る
。
を
れ
ら
の
記
事
を
も
と
に
し
て
、
初
出
稿
日
飾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
二
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、

の
金
丘
ハ
衛
の
見
聞
と
感
慨
が
叙
述
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
初
出
稿
目
節
の
お

ま
ん
と
の
間
で
交
さ
れ
る
、
三
留
野
の
藤
屋
に
入
っ
た
盗
賊
の
こ
と
は
、
同
じ

「
目
記
抄
四
」
に
、
　
”
○
同
上
、
盗
賊
の
樽
”
と
し
て
あ
る
記
事
そ
の
ま
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
、

あ
る
。
初
出
稿
目
節
で
金
兵
衛
と
お
玉
が
ま
ず
話
題
に
す
る
の
は
、
仙
十
郎
．

お
喜
佐
の
不
仲
で
あ
る
。

　
　
『
さ
う
言
へ
ぱ
、
お
喜
佐
さ
ん
の
噂
は
本
陣
で
出
ま
せ
ん
で
し
た
か
。
』
／

　
　
『
た
ん
に
も
。
』
／
『
こ
な
い
だ
の
晩
、
本
陣
へ
お
風
呂
を
呼
ぱ
れ
に
行
き

　
　
ま
し
た
ら
、
お
ま
ん
さ
ん
か
ら
そ
の
話
で
し
た
よ
。
お
喜
佐
に
も
困
っ
た

　
　
も
の
で
す
　
　
ど
う
も
あ
れ
は
夫
婦
喧
嘩
の
味
を
覚
え
た
ら
し
い
　
　
な

　
　
ん
て
。
』
／
こ
れ
に
は
金
兵
衛
も
す
こ
し
眉
を
ひ
そ
め
た
。
美
濃
の
方
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
こ
や
う
し

　
　
親
戚
か
ら
迎
へ
た
仙
十
郎
を
婿
養
子
と
し
、
お
喜
佐
を
そ
の
若
い
妻
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

　
　
て
、
上
の
伏
見
屋
を
持
た
せ
て
か
ら
、
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
の
年
月
も
経
っ
て

　
　
ゐ
な
い
。
／
『
ま
あ
、
わ
た
し
に
言
は
喧
る
と
、
お
喜
佐
さ
ん
も
す
こ
し

　
　
疑
ひ
深
い
か
と
思
ひ
ま
す
よ
。
あ
れ
は
い
っ
の
こ
と
で
し
た
っ
け
。
わ
た

　
　
し
が
仙
十
郎
さ
ん
の
羽
織
の
ほ
こ
ろ
び
を
縫
っ
て
あ
げ
た
こ
と
が
あ
る
ん

　
　
で
す
。
見
る
と
袖
の
ほ
こ
ろ
び
が
切
れ
て
い
る
。
そ
の
羽
織
が
脱
ぎ
ち
ら

　
　
し
て
あ
る
。
わ
た
し
は
そ
れ
を
縫
つ
て
、
黙
つ
て
元
の
と
こ
ろ
に
置
い
て

　
　
あ
げ
ま
し
た
。
男
の
こ
と
だ
か
ら
、
仙
十
郎
さ
ん
は
何
も
気
が
つ
か
ず
に
、

　
　
上
の
伏
見
屋
へ
帰
っ
た
と
い
ふ
も
の
で
す
。
お
喜
佐
さ
ん
の
言
草
が
い
上

　
　
ぢ
や
あ
り
ま
せ
ん
か
。
「
こ
の
ほ
こ
ろ
び
は
誰
に
縫
つ
て
貰
つ
た
　
　
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四

　
　
っ
ぽ
ど
心
場
い
女
の
人
で
た
く
ち
や
、
こ
ん
な
に
縫
つ
て
呉
れ
た
い
」
で

　
　
す
と
さ
。
わ
た
し
は
後
で
そ
の
話
を
聞
い
て
、
反
っ
て
気
の
毒
た
こ
と
を

　
　
し
た
、
と
さ
う
思
ひ
ま
し
た
よ
。
お
喜
佐
さ
ん
は
さ
う
い
ふ
人
た
ん
で
す

　
　
も
の
。
』
／
お
玉
の
話
も
、
金
兵
衛
は
た
父
聞
い
て
置
く
程
度
に
と
£
め

　
　
て
、
そ
ん
た
若
い
も
の
同
志
の
夫
婦
喧
嘩
ぐ
ら
ゐ
は
気
に
掛
げ
な
か
っ
た
。

　
　
（
初
出
稿
に
よ
る
）

と
あ
る
。
こ
の
夫
婦
の
不
仲
の
叙
述
は
、
第
二
章
の
初
出
稿
に
も
詳
し
く
書
か

れ
る
ト
ラ
ブ
ル
の
伏
線
を
な
す
部
分
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
後
述
す
る
こ
と
に
・

し
て
、
っ
ぎ
の
話
題
で
あ
る
、
金
兵
衛
の
鶴
松
へ
の
心
く
ぱ
り
を
み
る
こ
と
に

す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ぞ
う
む
す
こ

　
　
　
こ
の
金
丘
ハ
衛
に
は
一
人
の
秘
蔵
子
息
が
あ
る
。
鶴
松
と
い
ふ
名
で
、
数

　
　
え
年
十
一
に
な
る
。
お
玉
を
母
親
と
す
る
鶴
松
は
、
金
兵
衛
が
四
十
七
歳

　
　
の
頃
に
出
来
た
掛
げ
替
え
の
な
い
一
粒
種
で
あ
る
。
（
初
出
稿
に
よ
る
）

と
、
ま
ず
あ
り
、
そ
の
”
一
粒
種
”
が
”
世
に
も
弱
く
生
れ
っ
い
て
来
た
子

供
。
で
あ
る
ゆ
え
の
金
丘
ハ
衛
の
一
通
り
で
な
い
子
煩
悩
ぶ
り
の
例
と
し
て
、

”
鶴
松
の
た
め
に
注
文
し
た
秋
の
祭
の
狂
一
言
の
大
小
。
の
到
着
を
喜
ぶ
金
兵
衛

を
、　

　
『
お
玉
、
鶴
の
刀
が
出
来
て
来
た
ぜ
。
こ
れ
さ
へ
あ
れ
ぱ
、
あ
の
子
に
は

　
　
ど
ん
な
狂
言
で
も
さ
せ
ら
れ
る
。
』
／
吾
が
児
に
村
の
舞
台
を
踏
ま
せ
る

　
　
折
の
こ
と
を
想
像
し
て
、
金
兵
衛
は
そ
の
楽
し
い
考
へ
を
お
玉
に
ま
で
分



　
　
げ
や
う
と
し
た
。
／
『
俺
は
こ
ん
な
馬
鹿
な
男
だ
。
』
／
と
ま
た
金
兵
衛

　
　
は
言
っ
て
、
子
供
用
の
大
小
を
抱
き
な
が
ら
店
座
敷
の
な
か
を
あ
ち
こ
ち

　
　
と
歩
い
た
。
　
（
初
出
稿
に
よ
る
）

と
描
い
て
い
る
。
そ
の
鶴
松
の
”
本
陣
へ
の
入
学
。
す
な
わ
ち
半
蔵
へ
の
弟
子

入
り
が
、
っ
ぎ
に
話
題
と
た
り
そ
の
入
門
へ
の
金
兵
衛
の
た
め
ら
い
が
、
半
蔵

の
病
気
と
鶴
松
の
弱
さ
と
の
か
ら
み
の
中
で
書
か
れ
て
い
る
。

　
”
狂
言
１
の
大
小
”
に
つ
い
て
は
、
「
目
記
抄
四
」
に
、
　
”
○
昨
二
十
五
目
名

古
屋
升
〔
竹
〕
九
店
政
蔵
参
り
刀
椿
へ
井
に
春
七
狂
言
大
小
出
来
に
つ
き
二
品

共
受
取
。
　
（
略
）
”
と
あ
り
、
半
蔵
へ
の
弟
子
入
り
は
、
同
じ
「
目
記
抄
四
」

　
　
　
　
ｏ
　
　
◎
　
　
ｏ
　
　
◎
　
　
◎

に
、
　
”
○
本
陣
へ
入
学
／
二
月
十
二
目
吉
目
、
入
学
に
っ
き
春
七
本
陣
へ
遣
す

尤
も
寿
三
・
錬
太
郎
共
参
り
候
。
土
産
と
し
て
八
幡
屋
両
家
に
ー
て
餅
米
三
斗
・

小
豆
五
合
の
し
相
添
進
上
い
た
し
侯
。
（
略
）
”
と
あ
る
記
事
、
お
よ
び
「
目
記

抄
三
」
に
”
○
同
（
消
息
－
鈴
木
往
）
／
三
月
十
目
－
春
七
本
陣
へ
本
読
み
に
ー

差
遣
申
侯
”
と
あ
る
記
事
に
ヒ
ソ
ト
を
得
な
が
ら
、
四
ヶ
月
前
の
既
定
の
事
実

を
現
在
の
こ
と
と
し
て
描
い
て
い
る
。
入
門
の
こ
と
は
、
右
の
引
用
以
外
に
、

初
出
稿
目
節
の
末
尾
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
　
金
兵
衛
は
結
局
吾
が
児
の
願
ひ
を
容
れ
ず
に
ゐ
ら
れ
な
い
や
う
た
、
い

　
　
つ
も
と
同
じ
彼
自
身
を
妻
の
お
玉
の
側
に
見
出
す
や
う
に
な
つ
て
行
つ
た
。

　
　
吉
目
を
選
ん
で
、
本
陣
へ
鶴
松
を
あ
げ
や
う
と
考
へ
て
み
る
や
う
に
た
り
、

　
　
も
し
枡
田
屋
の
子
供
の
入
学
が
事
実
な
ら
、
土
産
と
し
て
、
餅
米
の
三
斗

　
　
　
　
　
島
崎
藤
村
ノ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
し

　
に
小
豆
の
五
升
ぐ
ら
ゐ
は
二
軒
の
家
で
心
掛
げ
、
そ
れ
に
襲
斗
で
も
添
へ

　
て
贈
ら
ね
ぱ
な
る
ま
い
と
も
考
へ
る
や
う
に
成
つ
た
。
本
陣
へ
の
入
学
は
、

　
可
愛
い
子
供
の
願
ひ
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
学
間
の
師
匠
と
頼
む
べ
き

　
人
も
ま
た
こ
の
村
に
は
年
若
な
半
蔵
以
外
に
見
出
娃
な
か
つ
た
か
ら
で
。

　
（
初
出
稿
に
よ
る
）

半
蔵
の
病
気
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
な
り

　
『
ま
あ
、
俺
の
話
を
聞
け
よ
。
俺
も
こ
の
隣
家
に
、
住
ん
で
、
あ
の
人
の
ご

　
　
ち
ひ
さ

　
く
幼
少
い
頃
か
ら
の
こ
と
を
知
っ
て
る
が
、
も
う
十
六
ぐ
ら
ゐ
の
時
分
に

　
大
概
の
本
は
読
ん
で
し
ま
つ
た
と
い
ふ
よ
。
な
ん
で
も
一
度
、
『
う
二
ん
』

　
　
　
　
う
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
し
ろ

　
と
い
ふ
捻
り
声
を
出
し
て
、
あ
を
の
げ
さ
ま
に
後
方
へ
倒
れ
た
こ
と
が
あ

　
る
さ
う
だ
。
学
問
に
凝
る
と
、
そ
ん
な
に
た
る
も
の
か
ね
え
。
吉
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
つ
さ
を

　
さ
ん
が
驚
い
て
見
に
行
く
と
、
蒼
白
な
顔
を
し
て
ゐ
た
と
い
ふ
話
さ
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ぐ

　
の
時
、
吉
左
衛
門
さ
ん
も
思
ひ
つ
い
て
、
あ
の
半
蔵
さ
ん
を
一
つ
ぶ
ん
鄭

　
っ
て
見
た
そ
う
だ
。
　
「
お
前
の
や
う
に
本
が
好
き
だ
っ
て
、
そ
れ
で
は
ま

　
　
　
　
　
　
し
ぱ

　
る
で
学
問
に
縛
ら
れ
て
る
や
う
な
も
の
だ
」
　
　
さ
う
言
っ
た
さ
う
だ
。

　
そ
れ
か
ら
半
蔵
さ
ん
も
思
ひ
直
し
た
と
見
え
る
。
俺
は
ま
だ
あ
の
本
陣
の

　
親
予
が
三
河
の
方
へ
旅
に
出
掛
け
た
こ
と
を
覚
え
て
る
。
あ
の
時
だ
つ
て

　
吉
左
衛
門
さ
ん
は
心
配
し
て
、
自
分
の
子
は
気
で
も
違
う
ん
ぢ
や
な
い
か
、

　
こ
ん
な
こ
と
で
馬
籠
の
本
陣
の
後
が
継
げ
る
か
と
思
つ
た
そ
う
だ
。
ち
や

　
う
ど
年
の
暮
の
い
そ
が
し
い
時
分
に
、
吉
左
衛
門
さ
ん
は
会
所
へ
も
顔
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五



　
　
　
　
　
島
崎
藤
村
ノ
ー
ト

　
　
見
せ
ず
、
自
分
の
子
は
病
気
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
し
ぱ
ら
く
引
籠
っ
て
ゐ

　
　
た
こ
と
も
あ
る
。
豊
川
稲
荷
の
参
詣
を
か
ね
て
、
半
蔵
さ
ん
を
連
れ
出
し

　
　
た
の
も
、
あ
の
時
の
旅
さ
。
（
略
）
』
（
初
出
稿
に
よ
る
）

　
こ
の
半
蔵
の
病
気
の
こ
と
は
「
目
記
抄
」
で
は
か
な
り
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

「
目
記
抄
三
」
の
嘉
永
四
年
末
に
、
”
○
消
息
１
／
十
二
月
十
六
日
－
禎
蔵
〔
禎

三
郎
〕
殿
病
気
差
起
り
。
／
十
八
目
－
禎
蔵
殿
今
朝
よ
り
又
々
差
起
強
く
候
に

つ
き
本
陣
へ
見
ま
ひ
相
詰
申
候
。
”
”
二
十
二
日
－
寄
会
所
村
勘
定
日
、
吉
左
衛

門
殴
は
家
内
病
人
に
っ
き
当
冬
勘
定
に
は
御
出
勤
無
之
候
。
”
　
”
○
〈
廿
九
目

《
十
二
月
》
Ｖ
（
略
）
本
陣
禎
蔵
〔
禎
三
郎
〕
殿
病
気
に
っ
き
本
陣
年
詞
峠
村

例
年
正
月
二
日
の
と
こ
ろ
来
る
二
月
朔
目
ま
で
差
控
候
や
う
く
峠
Ｖ
村
中
へ
申

渡
侯
。
村
中
の
年
詞
も
会
所
に
て
取
次
き
相
済
し
申
侯
。
（
略
）
。
と
あ
り
、
翌

五
年
の
は
じ
め
に
は
、
　
”
○
消
息
－
／
閏
二
月
六
日
１
／
吉
左
衛
門
よ
り
禎
蔵

病
気
未
だ
全
快
の
姿
も
な
く
相
続
方
無
覚
束
心
配
に
つ
き
、
問
屋
役
の
儀
し
ぱ

ら
く
仲
間
内
に
て
勤
め
て
く
れ
よ
と
の
願
書
差
出
し
”
　
”
三
月
六
目
－
本
陣
槙

蔵
〔
禎
三
郎
〕
病
気
全
快
、
町
内
へ
礼
廻
り
。
”
と
あ
る
あ
と
に
、
”
○
消
息
１

　
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

／
本
陣
親
子
（
八
月
五
目
）
東
海
道
藤
川
宿
へ
〔
在
〕
羽
栗
村
医
師
等
に
豊
川

様
参
拝
を
か
細
て
今
朝
釜
戸
村
泊
り
に
て
出
立
”
　
”
○
消
息
ガ
／
十
月
十
六
目

－
本
陣
槙
サ
快
気
振
舞
。
と
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
事
を
も
と
に
し
て
い
る
こ

と
は
明
白
で
あ
る
。

　
仙
十
郎
と
お
喜
佐
の
夫
婦
の
不
伸
は
、
現
『
夜
明
げ
前
』
で
は
、
第
一
部
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六

一
章
の
一
の
、
吉
左
衛
門
と
金
兵
衛
と
の
会
話
の
場
面
に
、
仙
十
郎
が
吉
左
衛

門
の
前
で
、
”
妙
に
改
ま
っ
て
し
ま
っ
て
、
茶
も
飲
ま
ず
”
　
”
何
か
気
づ
ま
り
”

で
、
　
”
ぢ
っ
と
し
て
ゐ
ら
れ
な
い
や
う
な
風
で
、
や
が
て
出
て
行
っ
た
”
と

書
か
れ
て
あ
る
こ
と
、
同
部
第
二
章
の
五
で
、
お
民
が
兄
寿
平
次
に
、
　
”
「
兄

さ
ん
、
お
喜
佐
さ
ん
も
呼
ん
で
来
ま
せ
う
か
。
あ
の
人
も
仙
十
郎
さ
ん
と
別
れ

て
、
今
ぢ
や
家
に
ゐ
ま
す
か
ら
。
」
”
と
い
う
こ
と
の
な
か
に
そ
れ
と
な
く
う
か

が
え
る
程
度
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
初
出
稿
で
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
目
節

で
少
し
ふ
れ
た
あ
と
、
第
二
章
の
四
（
現
『
夜
明
げ
前
』
第
二
章
の
三
）
の
末

尾
で
は
、
半
蔵
の
街
道
に
立
ち
っ
く
す
姿
を
描
い
た
あ
と
、
次
の
よ
う
に
書
か

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
十
二
月
に
入
っ
て
も
、
江
戸
か
ら
焼
げ
出
さ
れ
て
き
た
人
達
は
ま
だ
ぽ

　
　
つ
く
こ
の
街
道
を
通
つ
た
。
（
略
）
こ
の
周
囲
の
空
気
の
中
で
、
吉
左

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら

　
　
衛
門
と
金
兵
衛
と
の
間
に
は
、
意
外
の
出
来
事
が
絡
ん
で
来
た
。
　
（
略
）

　
　
事
の
起
り
は
、
す
で
に
一
人
の
男
の
児
ま
で
あ
る
こ
の
若
夫
婦
が
激
し
い

　
　
争
ひ
に
も
と
づ
く
。
長
い
こ
と
隠
さ
れ
て
ゐ
た
仙
十
郎
の
浮
気
沙
汰
も
、

　
　
お
喜
佐
が
中
津
川
の
歯
医
者
へ
と
馳
げ
つ
げ
た
こ
と
か
ら
ぱ
れ
て
来
た
。

　
　
．
半
蔵
ば
腹
ち
が
い
の
妹
の
こ
と
を
心
配
し
て
、
・
．
父
や
継
母
の
ゐ
な
い
と

　
　
こ
ろ
へ
お
民
を
呼
ん
で
言
つ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
や

　
　
『
お
前
も
聞
い
た
か
い
。
お
喜
佐
は
口
惜
し
が
つ
て
仙
十
郎
さ
ん
の
腕
に

　
　
か
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ま

　
　
醤
り
つ
く
。
仙
十
郎
さ
ん
も
堪
ら
な
い
か
ら
、
足
で
お
喜
佐
の
臓
を
蹴
飛



ぱ
す
。
す
る
と
、
お
喜
佐
の
前
歯
が
一
枚
欠
け
て
と
れ
た
な
ん
て
。
、
兄
ら

い
喧
嘩
も
あ
る
も
ん
ぢ
や
な
い
か
。
』

『
な
ん
で
も
去
年
の
お
祭
か
ら
だ
そ
う
で
す
よ
。
あ
の
狂
言
の
晩
に
、
お

喜
佐
さ
ん
は
仙
十
郎
さ
ん
を
探
し
て
歩
い
た
そ
う
で
す
よ
。
』

　
　
　
　
た
二

『
狂
言
も
崇
る
な
あ
。
』

『
さ
う
言
え
ぱ
、
お
喜
佐
さ
ん
も
ど
う
な
さ
る
で
せ
う
。
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
ち

『
ど
う
し
よ
う
も
あ
る
ま
い
。
結
局
、
吾
家
へ
戻
つ
て
来
る
も
の
と
俺
は

見
て
る
。
』

　
街
道
へ
は
毎
目
の
や
う
に
曇
が
ち
ら
っ
い
た
。
半
蔵
夫
婦
は
親
達
の
顔

を
見
る
に
１
見
か
ね
て
、
蔭
な
が
ら
二
人
で
心
配
し
て
ゐ
る
問
に
、
お
喜
佐

は
中
津
川
で
入
歯
の
治
療
を
す
ま
し
て
来
て
、
そ
れ
ぎ
り
夫
の
許
へ
帰
っ

て
行
か
た
か
つ
た
。
仙
十
郎
は
仙
十
郎
で
、
組
頭
も
つ
と
め
も
う
つ
ち
や

ら
か
し
て
、
し
ば
ら
く
村
か
ら
姿
を
隠
す
な
ぞ
の
ご
た
く
が
続
い
た
。

こ
の
解
決
は
ど
う
つ
く
。
さ
う
思
っ
て
半
蔵
が
気
を
も
ん
で
ゐ
る
と
、
上

の
伏
見
屋
の
土
蔵
の
二
階
に
あ
つ
た
お
喜
佐
が
衣
裳
か
ら
諸
道
具
ま
で
、

荷
物
は
一
ト
ま
と
め
に
し
て
本
陣
の
方
へ
引
き
渡
さ
れ
て
来
た
。

『
ま
あ
、
お
喜
佐
さ
ん
は
そ
れ
で
い
い
と
し
て
も
、
子
供
は
ど
う
た
る
で

せ
う
ね
え
。
』

と
お
民
は
半
蔵
に
言
っ
た
。
第
三
者
の
仲
に
入
つ
た
こ
と
や
、
美
濃
か
ら

人
の
出
て
来
た
こ
と
や
で
、
上
の
伏
見
屋
の
関
係
は
断
ち
切
ら
れ
た
。
親

　
　
　
島
崎
藤
村
ノ
ー
ト

と
し
て
の
吉
左
衛
門
が
多
く
の
望
み
を
か
け
た
一
人
娘
の
結
婚
生
活
も
短

い
終
を
告
げ
た
。
お
喜
佐
夫
婦
は
全
く
の
赤
の
他
人
と
な
っ
た
。
し
か
し

　
二
人
の
問
に
生
れ
た
子
供
の
問
題
は
依
然
と
し
て
そ
こ
に
残
っ
て
ゐ
た
。

　
（
初
出
稿
に
よ
る
）

こ
の
叙
述
は
、
　
「
目
記
抄
四
」
（
安
政
二
年
）
に
、

○
又
右
衛
門
と
お
雪

　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
十
二
月
〔
十
一
月
〕
十
三
日
－
少
六
雪
降
り
。
又
右
衛
門
義
頃
日
中
身

　
　
持
宜
し
か
ら
ず
侯
に
ー
っ
き
、
家
内
に
引
籠
り
居
侯
処
、
如
何
や
う
之
了

　
　
簡
に
や
今
朝
夜
明
方
に
。
家
出
欠
落
被
致
侯
。
追
々
近
所
の
も
の
に
聞
合

　
　
せ
侯
処
、
一
石
栃
に
休
み
、
そ
れ
よ
り
駕
籠
を
乗
参
り
侯
様
子
、
下
町

　
　
茂
平
知
ら
せ
に
１
っ
き
、
惣
治
追
手
に
参
り
呉
れ
侯
。
尤
も
中
津
川
お
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
い
方
へ
使
差
遣
し
早
々
此
方
へ
参
り
侯
や
う
申
遣
侯
。
誠
に
言
語
同
断

　
　
ふ
ラ
チ
の
致
方
に
ー
御
座
侯
。
勘
弁
無
之
侯
。
（
略
）

　
　
同
十
四
日
－
雪
少
次
。
寒
強
し
。
又
右
衛
門
迎
へ
に
二
人
の
も
の
広
瀬

ま
で
差
遣
申
候
。
お
ら
い
参
り
候
に
つ
き
、

お
玉
と
上
大
黒
屋
へ
参
り
、

土
蔵
二
階
衣
裳
井
に
諸
道
具
相
調
べ
お
雪
ど
の
荷
物
本
陣
へ
相
渡
し
申

　
　
　
候
。
　
（
略
）

と
あ
る
の
に
、
一
部
拠
っ
て
い
る
。
ま
た

　
お
雪
お
ぱ
さ
ん
の
話

　
　
　
　
マ
マ

　
　
養
子
千
十
郎
の
耳
に
熱
湯

、
「
『
夜
明
げ
前
』
ノ
ー
ト
」
に
、

　
　
　
　
六
七



　
　
　
　
　
島
崎
藤
村
ノ
ー
ト

　
　
　
　
マ
マ

　
　
（
嫉
炉
の
あ
ま
り
　
　
）

と
あ
る
聞
書
き
が
ヒ
ソ
ト
に
も
な
っ
て
い
る
。

　
「
日
記
抄
四
」
に
は
右
の
記
事
に
つ
づ
げ
て
、

○
同
上

　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
十
二
月
〔
十
一
月
〕
二
十
六
日
－
雪
降
。
夜
犬
雪
。

　
　
又
右
衛
門
小
児
共
中
津
川
へ
参
り
候
。
尤
駕
籠
に
て
、
お
は
つ
く
付
添
Ｖ

　
　
笹
屋
惣
助
も
同
伴
。

　
　
さ
て
又
右
衛
門
小
児
引
連
れ
、
あ
ら
町
ま
で
参
り
候
処
、
本
陣
お
雪
ど
の

　
　
追
か
げ
小
児
中
津
川
へ
や
る
こ
と
中
々
承
引
無
之
、
途
中
に
ー
て
駕
寵
の
も

　
　
の
止
メ
、
暫
く
口
論
に
相
成
り
、
よ
ん
ど
こ
ろ
な
く
木
引
亀
蔵
宅
に
這
入
、

　
　
そ
れ
よ
り
種
々
談
判
に
及
び
候
得
共
、
片
付
不
申
、
然
る
処
、
本
陣
よ
り

　
　
も
格
別
お
雪
ど
の
に
呼
迎
え
候
事
も
不
致
如
何
の
了
簡
に
侯
や
。
そ
れ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

　
　
り
夜
四
ツ
時
頃
李
助
…
…
〔
・
勝
七
〕
参
り
呉
れ
、
取
扱
に
相
成
り
、
弥

　
　
々
小
児
本
陣
へ
来
正
月
ま
で
預
け
候
向
に
相
成
り
又
右
衛
門
始
め
お
は
つ

　
　
一
同
夜
八
ツ
時
頃
自
分
々
々
の
宅
へ
帰
り
申
候
。
誠
に
面
目
次
第
も
な
き

　
儀
に
候
。
本
陣
御
夫
帰
の
思
召
如
何
御
了
簡
に
候
や
そ
の
意
を
得
ず
、
甚

　
以
て
不
都
合
の
始
末
と
残
念
至
極
、
お
ら
い
も
立
腹
致
さ
れ
、
又
右
衛
門

　
　
了
簡
も
頃
日
中
と
は
大
相
違
に
相
成
、
何
共
訳
合
相
知
れ
不
申
候
。
言
語

　
　
に
絶
申
候
。
（
略
）

○
同
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
八

　
　
同
二
十
八
日
－
又
右
衛
門
少
々
乱
心
に
相
成
候
様
子
に
つ
き
、
本
陣
よ
り

　
　
子
供
請
取
り
、
中
津
川
へ
差
遣
申
候
。
二
人
付
添
、
駕
寵
人
足
二
人
。

と
あ
る
。
こ
の
記
事
に
拠
り
、
『
夜
明
げ
前
』
で
は
、
前
引
の
部
分
に
っ
づ
げ
て
、

　
　
　
そ
の
年
も
押
し
詰
ま
る
頃
に
は
、
仙
十
郎
は
馬
寵
の
組
頭
を
辞
し
、
上

　
　
の
伏
見
屋
を
辞
し
、
義
理
あ
る
叔
父
の
金
兵
衛
に
も
別
れ
を
告
げ
、
幼
い

　
　
男
の
児
を
一
人
連
れ
て
中
津
川
の
方
へ
去
ら
う
と
す
る
人
で
あ
っ
た
。

　
　
『
お
喜
佐
さ
ん
、
ど
こ
へ
行
く
の
。
』

と
お
民
が
声
を
か
げ
た
時
は
、
目
は
と
つ
ぷ
り
暮
れ
て
ゐ
た
。
お
喜
佐
は

ろ
く
く
返
事
も
し
な
か
つ
た
。
本
陣
の
門
口
を
出
る
と
直
ぐ
、
お
喜
佐

　
し
９
は
し
を

は
尻
端
折
り
に
な
っ
て
、
下
駄
も
脱
ぎ
捨
て
た
。
深
い
雪
は
街
道
を
埋
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
　
ぴ
は
だ
し

て
ゐ
た
。
お
喜
佐
は
そ
の
雪
の
道
を
足
袋
跣
で
踏
ん
で
、
上
の
伏
見
屋
か

ら
出
た
三
挺
の
駕
籠
の
あ
と
を
つ
げ
た
。
石
屋
の
坂
か
ら
橋
詰
ま
で
追
つ

て
行
つ
て
、
夜
道
の
雪
に
映
る
提
灯
の
あ
か
り
に
近
づ
い
た
。
到
頭
、
売

町
の
は
づ
れ
ま
で
行
っ
て
、
そ
の
駕
籠
に
追
ひ
つ
い
た
。

『
そ
の
子
供
は
や
り
ま
せ
ん
　
　
中
津
川
へ
は
や
り
ま
せ
ん
　
　
こ
の
わ

た
し
が
承
知
し
ま
せ
ん
。
』

　
幼
児
を
と
ら
れ
ま
い
と
す
る
母
の
一
心
か
ら
、
お
喜
佐
は
子
の
乗
物
に

取
り
縫
っ
た
。
そ
の
中
津
川
へ
の
一
行
が
途
中
で
駕
籠
を
停
め
る
ま
で
は
、

あ
の
木
挽
の
家
の
戸
を
開
け
て
貰
っ
て
そ
こ
で
談
判
を
始
め
る
ま
で
は
、

お
喜
佐
は
一
歩
も
譲
ら
う
と
し
な
か
っ
た
。
こ
の
事
が
伏
見
屋
へ
聞
え
て
、



一
切
の
取
扱
ひ
を
蓬
莱
屋
の
亭
主
に
任
せ
た
の
は
、
そ
の
夜
の
四
ツ
時
頃

で
あ
っ
た
。
兎
も
角
も
子
供
は
来
年
の
正
月
ま
で
お
喜
佐
の
方
へ
引
き
取

る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
ま
で
争
ひ
を
持
っ
て
行
っ
て
、
仙
十
郎
阜
、
の
他

を
載
せ
た
駕
寵
が
中
津
川
の
方
へ
行
き
着
く
ま
で
に
は
同
じ
夜
の
八
ツ
時

ま
で
か
か
つ
た
。

　
二
人
の
隣
人
　
　
長
い
問
の
友
達
同
志
で
あ
り
、
相
談
相
手
で
で
も
あ

る
吉
左
衛
門
と
金
兵
衛
に
取
つ
て
も
、
こ
の
事
は
な
か
な
か
笑
つ
て
済
ま

せ
た
か
つ
た
。

『
お
民
。
』

　
半
蔵
は
、
翌
朝
妻
と
共
に
眼
を
さ
ま
し
て
か
ら
、
先
づ
そ
の
事
を
言
ひ

出
し
た
。

『
金
兵
衛
さ
ん
も
ひ
ど
い
立
腹
だ
と
言
ふ
ぢ
や
た
い
か
。
本
陣
夫
婦
の
量

見
が
解
ら
ん
、
ど
う
も
残
念
至
極
だ
な
ん
て
、
お
隣
で
は
そ
ん
な
こ
と
を

言
つ
て
、
中
津
川
か
ら
来
た
親
類
の
女
の
人
ま
で
立
腹
し
て
い
る
と
言
ふ

ち
や
た
い
か
。
ど
う
し
て
本
陣
で
は
お
喜
佐
を
呼
び
留
め
に
よ
こ
し
て
呉

れ
な
か
つ
た
ら
う
。
そ
れ
が
お
隣
の
言
ひ
分
ら
し
い
。
』

『
あ
の
お
喜
佐
さ
ん
が
、
そ
ん
な
こ
と
を
聞
く
人
で
す
か
い
。
』

若
い
夫
婦
は
顔
を
見
合
せ
て
、
互
い
に
は
ら
く
し
た
。
た
つ
た
一
人
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
か

子
供
の
た
め
に
、
こ
れ
ほ
ど
の
気
ま
づ
さ
が
二
軒
の
家
庭
の
内
部
へ
侵
入

し
て
来
よ
う
と
は
、
何
十
年
と
な
く
互
い
に
助
げ
合
っ
て
来
た
村
の
二
本

　
　
　
島
崎
藤
村
ノ
ー
ト

　
　
の
大
黒
柱
を
揺
り
動
か
す
や
う
た
力
が
、
又
、
あ
ん
た
幼
く
か
よ
わ
い
も

　
　
の
の
手
に
あ
ら
う
と
は
。
お
ま
げ
に
、
お
喜
佐
は
お
喜
佐
で
、
あ
れ
ほ
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
つ

　
　
激
し
い
夫
婦
喧
嘩
は
し
て
も
、
そ
の
実
、
仙
十
郎
に
ホ
レ
て
ゐ
る
な
ど
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
あ
い

　
　
そ
ん
な
余
計
な
こ
と
を
触
れ
て
歩
く
物
数
寄
な
手
合
も
あ
る
。

　
　
　
吉
左
衛
門
は
半
蔵
を
見
て
、
子
の
側
で
嘆
息
す
る
や
う
に
言
っ
た
。

　
　
『
仙
十
郎
は
浮
気
者
、
お
喜
佐
は
焼
餅
や
き
　
　
ど
う
た
る
も
の
か
い
。
』

　
　
（
初
出
稿
に
よ
る
）

と
、
よ
り
密
着
し
た
叙
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
あ
と
に
っ
づ
げ
て
、

初
出
稿
で
は
第
二
章
の
五
（
現
『
夜
明
け
前
』
で
は
第
二
章
の
四
）
の
は
じ
め

の
、
安
政
三
年
の
牛
方
事
件
の
叙
述
の
前
、
半
蔵
が
お
粂
の
父
と
た
っ
た
こ
と

の
書
か
れ
る
直
前
に
、

　
正
月
の
あ
る
晩
、
お
民
は
本
陣
の
家
の
も
の
も
皆
寝
沈
ま
る
頃
に
、
お

喜
佐
の
寝
都
屋
の
方
で
聞
き
た
れ
な
い
物
音
を
聞
き
つ
げ
た
。
暗
い
と
こ

ろ
で
男
女
の
闘
ふ
音
が
起
つ
た
。
眼
を
さ
ま
し
て
泣
く
子
供
の
声
も
そ
の

間
に
ま
じ
つ
て
聞
え
た
。
お
民
は
直
ぐ
そ
の
意
味
を
読
ん
で
、
半
蔵
を
呼

び
起
し
、
親
達
に
も
そ
れ
と
知
ら
せ
た
。
中
津
川
の
方
か
ら
忍
び
込
ん
で

来
て
、
子
供
を
奪
ひ
返
さ
う
と
し
た
仙
十
郎
の
逆
襲
で
あ
つ
た
。

　
隣
家
の
伏
見
屋
で
、
殊
に
昔
気
質
の
金
兵
衛
と
し
て
、
こ
れ
が
黙
っ
て

視
て
ゐ
ら
れ
る
筈
も
な
い
。
夜
中
に
人
を
よ
こ
し
て
、
仙
十
郎
を
連
れ
に

来
た
。
そ
の
時
、
吉
左
衛
門
も
仙
十
郎
の
心
持
を
汲
ん
で
、
兎
も
角
も
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九



　
　
　
　
　
島
崎
藤
村
ノ
ー
ト

　
　
供
は
男
親
の
方
へ
引
取
ら
せ
る
こ
と
に
お
喜
佐
を
言
ひ
な
だ
め
た
。
こ
ん

　
　
な
人
騒
が
せ
な
仙
十
郎
の
態
度
か
ら
、
暮
以
来
吉
左
衛
門
を
見
て
も
好
い

　
　
顔
を
し
た
か
つ
た
金
兵
衛
の
心
も
と
げ
る
や
う
に
た
つ
た
。

　
　
『
正
月
早
々
、
縁
起
で
も
た
い
。
』

　
　
　
い
ま
く
し
さ
う
た
吉
左
衛
門
の
言
草
だ
。
（
初
出
稿
に
よ
る
）

と
書
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
「
目
記
抄
五
」
（
安
政
三
年
）
の

　
　
Ｏ
　
　
Ｏ
　
　
◎
　
　
Ｏ
　
　
Ｏ
　
　
Ｏ
　
　
Ｏ

　
○
又
右
衛
門
と
お
雪

　
　
一
月
十
八
目
　
　
寒
気
、
少
々
雪
ふ
り

　
　
又
右
衛
門
滴
起
り
、
昨
夜
本
陣
へ
参
り
、
新
座
敷
へ
忍
び
込
、
甚
た
以
て

　
　
フ
ラ
チ
千
万
之
次
第
に
っ
き
、
皆
々
立
入
召
連
れ
、
上
大
黒
屋
へ
送
り
侯
。

と
あ
る
の
に
拠
る
。
以
上
の
三
箇
所
の
叙
述
が
現
『
夜
明
け
前
』
で
は
す
っ
か

り
削
除
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、
次
の
箇
所
（
第
一
部
第
六
章
の
四
）
が

ま
た
分
り
に
く
い
一
節
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
「
俺
の
長
い
道
連
れ
は
あ
の
金
兵
衛
さ
ん
だ
が
、
ど
う
や
ら
喧
嘩
も
せ
ず

　
　
に
こ
二
ま
で
来
た
。
ま
た
何
十
年
の
間
、
俺
は
殆
ん
ど
あ
の
人
と
言
ひ
合

　
　
っ
た
こ
と
が
た
い
。
唯
二
度
　
　
さ
う
さ
、
唯
二
度
あ
る
ナ
。
一
度
は
お

　
　
喜
佐
と
仙
十
郎
（
上
の
伏
見
屋
の
以
前
の
養
子
）
の
間
に
出
来
た
子
供
の

　
　
こ
と
で
。
（
略
）
」

　
こ
う
し
て
、
仙
十
郎
と
お
喜
佐
の
ト
ラ
ブ
ル
は
、
半
蔵
の
身
辺
の
、
義
兄
妹

の
事
件
と
し
て
初
出
稿
に
は
大
き
く
描
か
れ
な
が
ら
全
都
削
除
さ
れ
、
現
『
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

明
け
前
』
で
は
わ
ず
か
に
そ
の
あ
と
が
み
ら
れ
る
だ
げ
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
削

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

除
も
、
前
述
の
第
一
章
の
日
節
、
目
節
の
削
除
と
同
じ
く
、
『
夜
明
げ
前
』
の

作
品
と
し
て
の
整
合
性
か
ら
み
て
、
初
稿
時
の
、
　
「
大
黒
屋
日
記
」
へ
の
過
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

の
依
存
が
も
た
ら
し
た
余
事
の
刈
み
込
み
を
必
要
と
し
た
こ
と
に
、
そ
の
理
由

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
た
い
だ
ろ
う
か
。

　
半
蔵
の
病
気
に
関
す
る
部
分
は
ど
う
で
あ
ろ
う
。
第
一
部
第
一
章
の
二
（
初

出
稿
で
は
同
章
の
八
）
に
、
　
”
早
く
も
青
年
時
代
に
や
つ
て
来
た
や
う
な
濃
い

憂
麓
が
半
蔵
を
苦
め
た
”
と
あ
る
と
こ
ろ
に
わ
ず
か
に
半
蔵
の
精
神
状
況
が
し

の
ぱ
れ
、
他
の
箇
所
で
は
内
省
的
で
、
黙
り
が
ち
で
、
夢
の
多
い
、
よ
く
嘆
息

す
る
半
蔵
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
や
が
て
理
想
（
夢
）
と
現
実

の
は
ざ
ま
で
坤
吟
懐
悩
す
る
半
蔵
へ
と
っ
な
が
る
。
　
『
夜
明
げ
前
』
を
目
ざ
め

た
知
識
人
青
山
半
蔵
の
悲
劇
を
描
い
た
作
品
と
す
る
な
ら
ぱ
、
そ
の
悲
劇
を
悲

劇
た
ら
Ｌ
め
る
た
め
に
は
、
初
出
稿
日
節
の
”
気
で
も
違
う
ん
ぢ
や
た
い
か
。

と
ま
で
父
吉
左
衛
門
を
心
配
さ
蛙
た
病
気
に
ふ
れ
た
部
分
は
、
結
果
的
に
な
く

も
が
な
の
一
節
で
あ
り
、
削
除
さ
れ
て
然
る
べ
き
箇
所
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

　
〈
注
Ｖ

　
◎
　
『
国
語
国
文
学
論
集
』
松
村
博
司
教
授
退
官
記
念
　
名
大
国
語
国
文
学
会
　
昭
４
８

　
　
・
４
刊

　
＠
筆
者
の
照
会
に
対
す
る
、
中
央
公
論
杜
資
料
室
の
返
書
に
よ
る
。

　
＠
筆
者
の
照
会
に
対
す
る
、
藤
村
記
念
館
の
松
原
常
雄
氏
の
返
書
に
よ
る
。



◎
　
「
覚
書
」
（
『
桃
の
雫
』
所
収
）

〈
付
記
Ｖ

Ｉ
、
藤
村
の
文
章
の
引
用
は
、
新
潮
杜
版
『
島
崎
藤
村
全
集
』
、
筑
摩
書
房
版
『
藤
村

　
全
集
』
、
「
中
央
公
論
」
の
初
出
稿
に
よ
っ
た
。
た
だ
し
、
漢
字
は
な
る
べ
く
新
字
体

　
に
あ
ら
た
め
た
。

皿
、
本
稿
は
、
昭
和
五
十
六
年
度
目
本
近
代
文
学
会
関
西
支
部
秋
季
大
会
（
於
帝
塚

　
山
短
大
）
に
お
け
る
講
演
（
”
『
夜
明
げ
前
』
第
一
部
第
一
章
に
つ
い
て
”
）
に
手
を

　
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
一
九
八
一
年
十
二
月
二
十
四
日
１

島
崎
藤
村
ノ
ー
ト

七
一
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